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ご注意

保証

HP製品、 またはサービスの保証は、 当該製品、 およびサービスに付随する明示的な保証文によってのみ規定

されるものと します。 ここでの記載は、 追加保証を提供するものではありません。 ここに含まれる技術的、

編集上の誤り、 または欠如について、 HPはいかなる責任も負いません。

ここに記載する情報は、 予告なしに変更されることがあります。

権利の制限

機密性のあるコンピューターソフ トウェアです。 これらを所有、 使用、 または複製するには、 HPからの有効

な使用許諾が必要です。 商用コンピューターソフ トウェア、 コンピューターソフ トウェアに関する文書類、

および商用アイテムの技術データは、FAR12.211および12.212の規定に従い、ベンダーの標準商用ライセンス

に基づいて米国政府に使用許諾が付与されます。

著作権について

© Copyright 2001-2014 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

Adobe®は、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社)の登録商標です。

Intel®およびItanium®は、 Intel Coporationの米国およびその他の国における登録商標です。

Microsoft®、 Windows®、 およびWindows® XPは， Microsoft Corporationの米国における登録商標です。

Oracleと Javaは、 Oracle Corporationおよびその関連会社の登録商標です。

UNIX®は、 The Open Groupの登録商標です。

サポート

次のHPソフ トウェアサポートオンラインのWebサイ ト を参照して ください。

http://support.openview.hp.com 

このサイ トでは、 HPのお客様窓口のほか、 HPソフ トウェアが提供する製品、 サービス、 およびサポートに関

する詳細情報をご覧いただけます。 

HPソフ トウェアオンラインではセルフソルブ機能を提供しています。お客様のビジネスを管理するのに必要

な対話型の技術サポートツールに、 素早く効率的にアクセスできます。 HPソフ トウェアサポートのWebサイ

トでは、 次のようなことができます。

• 関心のあるナレッジドキュ メン トの検索

• サポートケースの登録とエンハンスメン ト要求のト ラ ッキング

• ソフ トウェアパッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HPサポート窓口の検索

• 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

• 他のソフ トウェアカスタマーとの意見交換

• ソフ トウェアト レーニングの検索と登録
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一部のサポート を除き、 サポートのご利用には、 HP Passportユーザーとしてご登録の上、 サインインしてい

ただ く必要があります。 また、 多くのサポートのご利用には、 サポート契約が必要です。 HP Passport IDを登

録するには、 次のWebサイ トにアクセスして ください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html

アクセスレベルの詳細については、 次のWebサイ トをご覧ください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp

サポートマ ト リクス

サポートおよび互換性情報については、 関連する製品リ リースのサポートマ ト リ クスを参照して く ださい。

サポートマト リクスと製品マニュアルは、 次のHPソフ トウェアサポートオンラインのWebサイ トで参照でき

ます。

http://h20230.www2.hp.com/sc/support_matrices.jsp

また、 本リ リースの 『HP Server Automation Support and Compatibility Matrix』 は、 次のHP ソフ トウェアサ

ポートオンラインの製品マニュアルWebサイ トからダウンロードできます。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals

ドキュ メン トの更新情報

このリ リースのServer Automation製品の最新のドキュメン トは、すべて次のSA Documentation Libraryから入手

できます。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM00417675/binary/
SA_10_docLibrary.html

SA Documentation Library では、 このリ リースに関連するガイド ライン、 リ リースノード、 サポートマ ト リク

ス、 およびホワイ トペーパーにアクセスできます。 また、 フルドキュメン トセッ ト を一括してダウンロード

することもできます。 SA Documentation Libraryは、 リ リースごとに更新されます。 また、 リ リースノートが

更新されたときや、 新しいホワイ トペーパーが発行されたときにも更新されます。

情報リソースを見つける方法

Server Automationの情報リソースは、 次のいずれの方法でもアクセスできます。

方法1: 新しいSA Documentation Libraryから、 最新のドキュメン トにタイ トルとバージ ョ ンを指定してアクセ

スします。

方法2: [All Manuals Download] からローカルディレク ト リにフルドキュメン ト メン トセッ ト を保存します。

方法3: サポート されるリ リースのHP製品ドキュ メン ト を HP ソフ トウェアドキュ メン トポータルで検索し

ます。

各ドキュ メン トにアクセスするには、 次の手順を実行します。

1 SA 10.x Documentation Libraryにアクセスします。 

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM00417675/binary/
SA_10_docLibrary.html  

2 HP Passportの資格情報を使ってログインします。

3 ドキュ メン トのタイ トルとバージ ョ ンを指定して、 [go] をクリ ックします。
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ローカルディ レク ト リ内の完全なドキュメン トセッ ト を使用するには、 次の手順を実行します。

1 フルドキュメン トセッ ト をローカルディ レク ト リにダウンロードするには、 次の手順を実行します。

a SA Documentation Libraryにアクセスします。 

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM00417675/binary/
SA_10_docLibrary.html  

b HP Passportの資格情報を使ってログインします。

c SA 10.1バージョ ンの [All Manuals Download] タイ トルを探します。

d [go] リンクをクリ ックして、 ローカルディ レク ト リにZIPファイルをダウンロード します。

e ファイルを解凍します。

2 ローカルディレク ト リ内のドキュメン ト を探すには、 ドキュ メン ト カタログ (docCatalog.html) を使用し

ます。 ローカルディ レク ト リにダウンロード したドキュ メン トの索引ポータルが表示されます。

3 ドキュ メン トセッ ト内のすべてのドキュメン ト を対象としてキーワードを検索するには、 次の手順を実

行します。

a ローカルディレク ト リ内の任意のPDFドキュ メン ト を開きます。

b [編集] > [高度な検索] を選択します (またはShift＋Ctrl＋Fキー )。

c [以下の場所にあるすべてのPDF文書] オプシ ョ ンを選択し、 ローカルディ レク ト リを指定します。

d キーワードを入力し、 [検索] をクリ ックします。

HPソフ トウェアドキュ メン トポータルで追加ドキュメン ト を探すには、 次の手順を実行します。

HPソフ トウェアドキュ メン トポータルにアクセスします。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals

このサイ ト を利用するには、 HP Passport への登録とサインインが必要です。 HP Passport ID の登録は、 HP

Passportのサインインページの [New users - please register] リンクをクリ ックして ください。

適切な製品サポートサービスをお申し込みいただいたお客様は、更新版または最新版をご入手いただけます。

詳細は、 HPの営業担当にお問い合わせく ださい。 改訂状況については、 「ドキュ メン トの更新情報」 を参照

して ください。

製品エディシ ョ ン

Server Automationには、 次の2つの製品エディシ ョ ンがあります。

• Server Automation (SA) は、 Server AutomationのUltimate Editionです。 Server Automationについては、『SAリ

リースノート』 および 『SAユーザーガイド : Server Automation』 を参照して ください。

• Server Automation Virtual Appliance (SAVA) は、 Server AutomationのPremium Editionです。 SAVAの機能につ

いては、 『SAVA Release Notes』 および 『SAVAクイックガイド』 を参照して ください。 
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第1章 はじめに
アレイ、 スイッチ、 ボリュームなどのSANオブジェク ト上でService Automation Visualizer (SAV) および Service

Automation Reporter (SAR) の操作を表示、 レポート、 または実行するには、 Storage Essentials (SE) バージョ ン

6.1.1以降が必要です。 SANオブジェク トはStorage Essentialsで検出されます。 検出されたSANオブジェク ト を

SA、 SAV、 SARの各製品で有効にするには、 Server Automation SE Connector コンポーネン トのインストールと

構成が必要です。 

Storage Visibility and Automationの次のスト レージコンポーネン ト をインス トールしてデプロイする必要があ

ります。

• Storage Host Agent Extension (SHA)

• Oracleデータベーススキャナー

• SE Connector

ホス ト ス ト レージサプライチェーン情報は、 Storage Visibility and Automation のStorage Host Agent Extension

(SHA) によって検出および収集されます。 ス ト レージ資産情報はStorage Essentials (SE) で検出された後に、

Storage Visibility and Automation のス ト レージスキャナーで収集されます。 このドキュ メン ト では、 Storage

Visibility and Automation で Storage Host Agent Extension とス ト レージスキャナーのインストール、 構成、 デプ

ロイ、 および管理を行う方法について説明します。

• ホストス ト レージサプライチェーンに関する情報は、 Storage Host Agent Extension (SHA) によって提供さ

れます。 このコンポーネン トの詳細については、 Storage Host Agent Extension (SHA) (25ページ ) を参照

して ください。

• SANまたはネッ トワーク接続スト レージ (NAS) 内のOracleスト レージ構成の情報は、 Oracleデータベース

スキャナーと呼ばれる Storage Visibility and Automation コンポーネン トが収集します。 このスト レージス

キャナーは、 Oracleインスタンス、表領域、データファイルに関するデータを取得します。 このコンポー

ネン トの詳細については、 Oracleデータベーススキャナー (27ページ) またはストレージスキャナーの構

成と操作 (36ページ) を参照して ください。

• 環境内のスト レージアレイ、 スイッチ、 ファブリ ック、 NetAppファイラーの情報の収集は、 SE Connector

というSAのコンポーネン トが行います。 SE Connectorは、 SANインフラス ト ラクチャーに関するデータを

SEから取得します。 このスト レージデータはSAコアに送信され、 モデルリポジト リに保存されます。 こ

のコンポーネン トの詳細については、 SE Connector (15ページ) またはストレージスキャナーの構成と操

作 (36ページ) を参照して ください。

本書は、 Storage Visibility and Automationのインストールと構成を行うシステム管理者とサーバー管理者を対

象に作成されています。 このドキュメン トは、 利用者がこの機能をインス トールするオペレーティングシス

テムに習熟していることを前提としています。 また、 管理対象サーバーに本ソフ トウェアをインストールす

るのに必要なアクセス権を持っている必要があります。

Server Automationのインストールおよび構成方法については、 『SA Installation Guide』 を参照して ください。

Service Automation Visualizer については、 『SA User Guide: Application Automation』 を参照し て く だ さい。

Service Automation Reporterについては、 『SAR User Guide』 を参照して ください。 Storage Essentialsのインス

トールおよび構成方法については、 『Storage Essentialsインストールガイド』 を参照して ください。
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第2章 インストールとデプロイメン ト
次の表は、インストールとデプロイが必要なStorage Visibility and Automationのストレージコンポーネン ト と、

それぞれのスト レージコンポーネン トのインス トールに必要なソースを示しています。

SHA、 SE Connector、 およびOracleデータベーススキャナーは、 アップロード メディアと呼ばれるエージェン

トおよびユーティ リテ ィ DVDに含まれています。これらのスト レージコンポーネン トは、アップロード メディ

アのSoftware Repository - Contentに含まれています。 このアップロード メディアには、OSプロビジ ョ

ニングのOS ブートエージェン トや各種オペレーテ ィ ングシステム用エージェン トなどの、 エージェン ト と

ユーテ ィ リテ ィが格納されています。Server Automation (SA) コアのインス トールが終わったら、これらのエー

ジェン ト とユーティ リテ ィ をソフ トウェアリポジト リにアップロードする必要があります。

Storage Visibility and Automationのインストールプロセスが完了すると、 SAコア内に次のストレージコンポー

ネン トが追加されます。 

• Storage Host Agent Extension (SHA)

• Oracleデータベーススキャナー

• SE Connector

これらのス ト レージコンポーネン トの詳細については、 Storage Host Agent Extension (SHA) (25 ページ ) 、

Oracleデータベーススキャナー (27ページ) 、 およびSE Connector (15ページ) を参照して ください。

インス トールト ランスクリプ トの例

以下は、 BSAインストーラーのト ランスクリプ トの例です。 SHAおよびOracleデータベーススキャナーのスト

レージコンポーネン ト をインストールするのに必要な、 ユーザーアクシ ョ ンのシーケンスを示しています。

Welcome to the Opsware Installer.
Please select the components to upgrade.
1 ( ) Software Repository - Content (install once per mesh) [UP TO DATE]
2 ( ) OS Provisioning Linux Media Verification
Enter a component number to toggle ('a' for all, 'n' for none).
When ready, press 'c' to continue, or 'q' to quit.

Selection:

表1 必要なスト レージコンポーネン ト

ス ト レージコンポーネン ト インストールソース

Storage Host Agent Extension (SHA) エージェン トおよび

ユーティ リテ ィ

Oracleデータベーススキャナー エージェン トおよび

ユーティ リテ ィ

SE Connector SE Connector
9



この例では、 SHAおよびOracleデータベーススキャナーのストレージコンポーネン トは、 Software 

Repository - Contentに含まれているため、明示的には示されていません。 これらのストレージコンポー

ネン トは、 ソフ トウェアリポジト リの他のコンポーネン ト と ともにインス トール、 アップグレード、 または

アンインストールされます。

インストールプロセスで、 BSAインストーラーはト ランスクリプ トの応答をすべて応答ファイルに保存して、

応答ファイルの名前と場所を提供します。 

ソフ トウェアリポジト リをアップグレードする場合は、 この応答ファイルの名前を指定します。 応答ファイ

ルの名前を指定した場合、 ト ランスクリプ トの同じ質問に繰り返し答える必要はありません。

Software Repository - Contentがインストールされると、SAコア内に次のストレージコンポーネン ト

が追加されます。 

• Storage Host Agent Extension (SHA)

• Oracleデータベーススキャナー

これらのスト レージコンポーネン トの詳細については、 Storage Host Agent Extension (SHA) (25ページ ) およ

びOracleデータベーススキャナー (27ページ) を参照して ください。

Storage Host Agent Extension (SHA)

SHAのインストールプロセスでは、 /Opsware/Tools/Server Modules/フォルダー内に

com.opsware.storage.storexという名前のサーバーモジュールが作成されます。 通常、 このサーバーモ

ジュールへのアクセス権はありません。

SHA (内部でstorexと呼ばれる) にアクセスするには、 storexに対するスナップシ ョ ッ ト仕様を作成します。 こ

れは、 サーバーモジュールのスナップシ ョ ッ トの標準的なプロセスです。 

このスト レージコンポーネン トの詳細については、 Storage Host Agent Extension (SHA) (25ページ ) を参照し

て ください。

Oracleデータベーススキャナー

Oracleデータベーススキャナーのインストールプロセスでは、 次の項目が作成されます。

• /Opsware/Storage/Tools/DbScannerフォルダー内に、 APX Oracle database scannerという名前

のAPXモジュールが作成されます。 

• /Opsware/Tools/Server Modules/フォルダー内に、

com.opsware.server.module.storage.dbscanner.oracleという名前のサーバーモジュールが作成

されます。

• OracleDBScanner という名前のASAS エージェン トが作成されます。 このエージェン トは、 ログイン資

格情報の表示と管理を行うためのユーザーインタフェースを提供します。

• ログイン資格情報用のOPSW_SCANNER_ORACLE_INSTANCE という名前の保護された名前空間が作成され

ます。 

このインストールプロセスでは、 ログイン資格情報で使用するメ タデータも構成されます。 異なる複数のロ

ケールをサポートする場合、 このメ タデータはUTF-8文字列として保存されます。
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SE Connector

管理対象サーバーに対するSE Connectorの実行可能ファイルを取得するには、 次のプロセスが必要です。

• インストールプロセス: コアのパッケージとソフ トウェアポリシーを準備します。 

• デプロイメン トプロセス: 管理対象サーバーにバイナリをコピーして構成します。 

前提条件

SE Connectorのインストール、構成、デプロイを行うには、Server Automation 7.80以降およびStorage Essentials

6.1.1.x以降が必要です。

SEスト レージスキャナーとSE Connector Updateのポリシーの

アタ ッチと修復

こ こでは、 SEス ト レージスキャナーと SE Connector Updateのポリシーのアタ ッチと修復を行う手順について

説明します。

アタ ッチと修復を行うには、 次の手順を実行します。

1. ソフ ト ウェアポ リシーであるSEス ト レージスキャナーを管理対象サーバーにアタ ッチします。

2. サーバーを修復します。

3. HP Storage Essentials管理サーバーがバージ ョ ン6.1.1である場合、 作業はこれで終了です。

4. HP Storage Essentials管理サーバーがバージ ョ ン6.2以降である場合は、 お使いのバージ ョ ンに対応し

たソフ ト ウェアポ リシー SE Connector Updateを管理対象サーバーにアタ ッチします。

注: SE Connector Updateのバージ ョ ンには、Storage Essentialsサーバーのバージ ョ ンとの互換性が必要です。つ

ま り、 SE Connector Updateラ イブラ リのバージ ョ ン番号とStorage Essentialsのバージ ョ ン番号が一致していな

ければなり ません。たとえば、Storage Essentials 6.2がインス トールされている場合には、SEス ト レージスキャ

ナーをインス トールした後に、 6.2以降に対応したSE Connector Updateをインス トールする必要があ り ます。

インストールプロセス

このインストールプロセスでは、 次の項目が作成されます。

• /Opsware/Storage/Agents/SEフォルダーが作成されます。 このフォルダーには、 SE Connectorに必要

なすべてのパッケージと SE クライアン ト ライブラ リのすべてのバージ ョ ンのソフ トウェアポリシーが

含まれます。オペレーティングシステムに応じて、次の2種類のパッケージがSEフォルダーにアップロー

ド されます。

OPSWsa-se-<OS>-xx.x.x.x.xx.zip

このファイルには、 特定のオペレーティングシステム (OS) に対するSE Connectorのコードが含

まれます。
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例:

OPSWsa-se-linux-40.0.0.0.94.zip

OPSWsa-se-solaris-40.0.0.0.94.zip

OPSWsa-se-win-40.0.0.0.94.zip

OPSWsa-seclient-x.x.x.x-<OS>.zip

このファイルには、特定のオペレーティングシステム (<OS>) に対するデフォルトのSEクライアン

トライブラリが含まれます。

例:

OPSWsa-seclient-9.4.0.242-linux.zip

OPSWsa-seclient-9.4.0.242-solaris.zip

OPSWsa-seclient-9.4.0.242-win.zip

サポート されるオペレーティングシステムごとに、 インストールプロセスによってSEフォルダー内に2つの

パッケージが作成されます。 上の例は、 Linux、 Solaris、 およびWindowsオペレーティングシステム用のパッ

ケージを示しています。

• /Opsware/Storage/SEフォルダー内に、 SE Storage Scannerという名前のソフ トウェアポリシーが

作成されます。

• /Opsware/Storage/SE Connector Updatesフォルダー内に、 SE Connector Update for <SEバー

ジョン>という名前のソフ トウェアポリシーが作成されます。

• /Opsware/Storage/Agentsフォルダー内に、 複数の共通パッケージが作成されます。

SE Storage Scannerソフ トウェアポリシーをアンインストールする場合は、事前にSE Connector Update
ソフ トウェアポリシーをインストールする必要があります。

このスト レージコンポーネン トの詳細については、 SE Connector (15ページ) を参照して く ださい。

デプロイメン トプロセス

デプロイメン トプロセスでは、管理者がSE Connectorのソフ トウェアポリシーを選択して、管理対象サーバー

を割り当てます。 デプロイ メン ト時には、 関連するすべてのパッケージが管理対象サーバーにコピーされ、

インストール前スクリプ ト とインストール後スクリプ トがすべて実行されます。 デプロイメン トプロセスを

実行するには、 SE Connectorを構成して (自動) 起動してお く必要があります。 

管理対象サーバー上でSE Connectorをデプロイするには、 次の手順を実行します。 

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [フォルダー別] を選択します。

2 [Opsware] > [Storage] > [Agents] > [SE] を選択してSEフォルダーを開きます。

3 「SE Storage Scanner」 ソフ トウェアポリシーを開きます。 

4 (オプシ ョ ン) インストール後スクリプ ト を変更します。 インストール後スクリプ トの変更 (13ページ) を
参照して ください。

5 ビューペインで [サーバーの使用状況] を選択します。

6 [アクシ ョ ン] > [サーバーのアタ ッチ] を選択します。

7 [サーバーのアタ ッチ] ダイアログで、 [すべての管理対象サーバー ] を選択して、 SEスキャナーの資格要

件を満たすサーバーのリスト を表示します。

8 [サーバーのアタ ッチ] の内容ペインで、 管理対象サーバーを選択して [アタ ッチ] をクリ ックします。 

9 サーバーのアタ ッチウィザードを実行します。

10 ジ ョブが完了するまで待機します。
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11  HP Storage Essentials管理サーバーがバージョ ン6.1.1である場合、 作業はこれで終了です。

12  HP Storage Essentials管理サーバーがバージョ ン6.1.1以降である場合は、お使いのバージ ョ ンに対応した

ソフ トウェアポリシー SE Connector Updateを管理対象サーバーにアタ ッチします。

a ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [フォルダー別] を選択します。

b [Opsware] > [Storage ] > [Agents] > [SE Connector Updates] を選択してフォルダーを開きます。

c SE Connector Update for <バージョン>ソフ トウェアポリシーを開きます。

d アタ ッチと修復を行います。

修復が完了したら、 SE Connectorが構成され、 指定された管理対象サーバー上で実行されます。

SE Connector Updateのバージ ョ ンは、 Storage Essentialsサーバーのバージ ョ ンに適合している必要がありま

す。 つまり、 SE Connector Updateのライブラリのバージ ョ ン番号がStorage Essentialsのバージョ ンと同じであ

る必要があります。たとえば、Storage Essentials 6.1.1がインストールされている場合には、最初にSEスト レー

ジスキャナーをインストールした後に、 6.1.1以降に対応したSE Connector Updateをインストールする必要が

あります。

インス トール後スクリプ トの変更

管理対象サーバーでポート 7050またはポート 7034 (デフォルト ) が利用できない場合は、 (対応するオペレー

ティングシステムの) SE Connectorのメインパッケージのインストール後スクリプ ト を変更する必要がありま

す。 インストール後スクリプ トは、 管理対象サーバーにパッケージがコピーされてアンパックされた後に実
行されます。 

インストール後スクリプ ト を変更するには、 次の手順を実行します。

1 「SE Storage Scanner」 ソフ トウェアポリシーを開きます。

2 [ビュー ] ペインで [ポリシーアイテム] を選択します。

3 "OPSWsa-se-linux-40.0.0.0.94.zip" と似た名前のパッケージを選択します。 この名前は管理対象サーバー

のオペレーティングシステム名と一致する必要があります。

4 右クリ ックして [開く ] を選択し、 パッケージのプロパティ を表示します。 

5 「インス トールスクリプ ト」 を展開してから 「インストール後スクリプ ト」 タブを選択します。

6 スクリプ ト内に、 次のような 「USER PARAMETERS」 セクシ ョ ンがあります。 

################# USER PARAMETERS ################
SRQST_JNP_PORT=7050
HTTP_PORT_VALUE=7034
################# USER PARAMETERS ################

7 値を変更してパッケージを保存します。 

デプロイされるコンポーネン ト

次のファイルシステムレイアウトは、 オペレーティングシステムごとのデプロイされるスト レージコンポー

ネン ト を示しています。

Unix系オペレーティ ングシステム

/etc/opt/opsware/pam-se .. 構成ファイル

/etc/opt/opsware/startup/pam-se 開始|停止|ステータス
 
/opt/opsware/pam-se

bin ............... 開始/停止スクリプト

lib ............... jarファイル、 サードパーティライブラリ
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jboss ............. 

clientlib ......... サポート されるすべてのSEクライアントライブラリの共通フォルダー

/opt/opsware/pam-common/

lib   ............. 共通ライブラリ (netmux.pyc)
jdk   ............ 
   

/var/log/opsware/pam-se/ ... ログファイル

/var/opt/opsware/pam-se

data  ............. 完全同期

security .......... デバイスアクセス制御

requests .......... サービス要求 (オプション)

Windowsオペレーティングシステム

%ProgramFiles%\Opsware\pam-se

bin ............... 開始/停止スクリプト

lib ............... jarファイル、 サードパーティライブラリ

jboss ............. 

clientlib ......... サポート されるすべてのSEクライアントライブラリの共通フォルダー

          

%ProgramFiles%\Common Files\Opsware\etc\pam-se ... 構成

%ProgramFiles%\Common Files\Opsware\log\pam-se ... ログファイル (オプション)
%ProgramFiles%\Common Files\Opsware\pam-se

data  ............. 完全/同期

security .......... デバイスアクセス制御

requests .......... サービス要求 (オプション)
%ProgramFiles%\Common Files\Opsware\pam-common ... 

lib    ............ 共通ライブラリ (netmux.pyc)
jdk    ............ 
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第3章 SE Connector
SE Connectorは、 SANの要素とインベン ト リおよびそれらの接続に関して、 Storage Essentials (SE) からデータ

を収集するスト レージスキャナーです。 収集の対象となるSAN要素には、 スト レージアレイ、 ファブリ ック、

スイッチ、 NASファイラーがあります。 

前提条件

SE Connectorのインストール、構成、デプロイを行うには、Server Automation 7.80以降およびStorage Essentials

6.1.1.x以降が必要です。

また、 使用する前にSE Connectorを承認する必要があります。 SE Connectorの承認を行う ことで、 開始や停止

などのさまざまな要求の受け取りが可能になります。 ス ト レージスキャナーの承認 (37ページ) を参照して く

ださい。 

このスト レージスキャナーのIDは、 HP Server Automationエージェン トのプロパティで定義されます。 このID

はスト レージスキャナーが再起動されるまで変更されません。 このため、 サーバーにSAエージェン ト を再イ

ンストールする際には、 事前にスト レージスキャナーを停止する必要があります。 ス ト レージスキャナーの

起動 (38ページ) 、 ス ト レージスキャナーの停止 (38ページ) 、 およびデプロイ済みのSE Connectorの再割り当

て (20ページ) を参照して ください。

SEスト レージスキャナーとSE Connector Updateのポリシーの

アタ ッチと修復

こ こでは、 SEス ト レージスキャナーと SE Connector Updateのポリシーのアタ ッチと修復を行う手順について

説明します。

アタ ッチと修復を行うには、 次の手順を実行します。

1 ソフ トウェアポリシーであるSEスト レージスキャナーを管理対象サーバーにアタ ッチします。

2 サーバーを修復します。

3 HP Storage Essentials管理サーバーがバージョ ン6.1.1である場合、 作業はこれで終了です。

4 HP Storage Essentials管理サーバーがバージョ ン6.2以降である場合は、お使いのバージ ョ ンに対応したソ

フ トウェアポリシー SE Connector Updateを管理対象サーバーにアタ ッチします。

注: SE Connector Updateのバージ ョ ンには、Storage Essentialsサーバーのバージ ョ ンとの互換性が必要です。つ

ま り、 SE Connector Updateラ イブラ リのバージ ョ ン番号とStorage Essentialsのバージ ョ ン番号が一致していな

ければなり ません。たとえば、Storage Essentials 6.2がインス トールされている場合には、SEス ト レージスキャ

ナーをインス トールした後に、 6.2以降に対応したSE Connector Updateをインス トールする必要があ り ます。

•  スト レージスキャナーの承認
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•  スト レージスキャナーの起動

•  スト レージスキャナーの停止

•  デプロイ済みのSE Connectorの再割り当て

アクセス制御

SE Connector ス ト レージスキャナーはアクセス制御を使用して Storage Essentials のインスタンスと通信し、

SANアレイ、スイッチ、 ファブリ ック、およびNetAppファイラーのインベン ト リに関する情報を収集します。 

SE Connectorのアクセス制御を作成するには、 次の情報が必要です。 

• Storage Essentials が稼働しているホストのIPアドレス

• Storage Essentials の既存のユーザーのユーザー名 

• Storage Essentials の既存のユーザーのパスワード

異なる複数のアクセス制御でStorage Essentialsの同じインスタンスから同じデバイスを収集しないで ください。

1 ビューペインで [管理コンソール] を選択します。

2 [SE] を展開してから  [Access Controls] を展開します。 

3 [List] を選択して、 SE Connectorのアクセス制御を表示します。

•  SE Connectorのアクセス制御の作成

•  スト レージスキャナーの承認

•  スト レージスキャナーの起動

•  スト レージスキャナーの停止

•  スト レージスキャナーのプロパティ と現在の状態の表示

•  スト レージスキャナーの管理対象要素の表示

•  SE ConnectorでのStorage Essentialsサーバーの表示

•  スト レージスキャナーの履歴ログの表示

SE Connectorのアクセス制御の作成

SE Connectorのアクセス制御を作成するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [管理] > [スト レージスキャナー ] を選択します。
16



2 内容ペインで、 ス ト レージスキャナーを選択して、 [アクシ ョ ン] > [開く ] を選択します。

3 ビューペインで [管理コンソール] を選択します。

4 [SE] を展開してから  [Access Controls] を展開します。 

5 [Create New ] を選択して、 SE Connectorの [Create Access Control] ダイアログを開きます。

6 次のフ ィールドにアクセス制御に関する値を入力します。

Caption: アクセス制御を一意に識別する名前。 

キャプシ ョ ンの名前は一意でなければなりません。 また、 スペースと次の記号は使用できません。 \s\/:*?"|

!@#$%^&\\。 既存の (重複する ) 名前を使用してアクセス制御を作成した場合は、 新規に作成したアクセス制

御のプロパティで既存のアクセス制御のプロパティが置き換えられます (上書きされます)。

Host Address: SE Central Management Server (CMS) のIPまたはDNSホスト名

User Name: SEでデバイスにアクセスするのに必要なユーザー名

Password: 対応するパスワード

HP Storage EssentialsサーバーがHP Systems Insight Manager (SIM) と統合されている場合は、 次のフ ィール

ドにアクセス制御に関する値を入力します。

Host Address: HP Systems Insight ManagerサーバーのIPまたはDNSホスト名

User Name: SIMおよびSEでデバイスにアクセスするのに必要なユーザー名。 

構文: ド メイン名\ユーザー名

ここで、「ド メ イン名」はユーザーが作成されたサーバーの名前またはユーザーのド メインで、「ユー

ザー名」はこのスキャナーで収集するデバイスへのアクセス権限を持っているユーザーの名前です。

Password: 対応するパスワード

7 [Create Access Control] をクリ ックします。

•  1つのStorage Essentialsインスタンスに対する複数のアクセス制御の作成

•  スト レージスキャナーの承認

•  スト レージスキャナーの停止

•  スト レージスキャナーのプロパティ と現在の状態の表示

•  スト レージスキャナーの管理対象要素の表示

•  SE ConnectorでのStorage Essentialsサーバーの表示

•  スト レージスキャナーの履歴ログの表示
17



1つのStorage Essentialsインスタンスに対する複数のアクセス制御の作成

Storage Essentialsの1つのインスタンスと通信する複数のSE Connectorを構成することは可能ですが、 Storage

Essentialsのインスタンスから一意のデバイス群を収集するように各アクセス制御を構成する必要がありま

す。 このためには、 最初に Storage Essentials で、 一意のスト レージデバイスセッ トに対する制限されたアク

セス権限を用いて各ユーザーを構成した後に、 ユーザーごとに異なるアクセス制御を作成します。 このアク

セス制御では、 個々のユーザーがアクセスできるデバイスのみが収集されます。

Storage Essentials で、 一意のスト レージデバイス群に対する制限されたアクセス権限を用いて各ユーザーを

構成します。 ユーザーの追加および役割や組織へのユーザーの追加については、 『Storage Essentials SRM
Software User Guide』 を参照して ください。

SE Connectorのアクセス制御を作成するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [管理] > [スト レージスキャナー ] を選択します。

2 内容ペインで、 ス ト レージスキャナーを選択して、 [アクシ ョ ン] > [開く ] を選択します。

3 ビューペインで [管理コンソール] を選択します。

4 [SE] を展開してから  [Access Controls] を展開します。 

5 [Create New ] を選択して、 SE Connectorの [Create Access Control] ダイアログを開きます。

6 次のフ ィールドにアクセス制御に関する値を入力します。

Caption: アクセス制御を一意に識別する名前。 

キャプシ ョ ンの名前は一意である必要があります。 既存の (重複する) 名前を使用してアクセス制御を作成し

た場合は、 新規に作成したアクセス制御のプロパティで既存のアクセス制御のプロパティが置き換えられま

す (上書きされます)。

Host Address: SE Central Management Server (CMS) のIPまたはDNSホスト名

User Name: SEで一意のデバイス群にアクセスするのに必要なユーザー名

Password: 対応するパスワード

7 [Create Access Control] をクリ ックします。

•  SE ConnectorでのStorage Essentialsサーバーの表示

•  SE Connectorのアクセス制御の作成

SE ConnectorでのStorage Essentialsサーバーの表示

SE Connectorが通信するすべてのStorage Essentialsサーバーに関するアクセス制御と情報を表示するには、

次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [管理] > [スト レージスキャナー ] を選択します。

2 内容ペインで、 ス ト レージスキャナーを開きます。
18



3 ビューペインで [Storage Essentials] を選択します。

•  SE ConnectorでのStorage Essentialsサーバーの管理対象要素の表示

•  アクセス制御

•  スト レージスキャナーの承認

•  スト レージスキャナーの起動

•  スト レージスキャナーの停止

•  スト レージスキャナーのプロパティ と現在の状態の表示

•  スト レージスキャナーの管理対象要素の表示

•  SE Connectorのアクセス制御の作成

•  スト レージスキャナーの履歴ログの表示

SE ConnectorでのStorage Essentialsサーバーの管理対象要素の表示

SE Connectorでアクセス制御ごとに検出された管理対象要素のリスト を表示するには、 次の手順を実行

します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [管理] > [スト レージスキャナー ] を選択します。

2 内容ペインで、 ス ト レージスキャナーを開きます。

3 ビューペインで [Storage Essentials] を選択します。

4 右側のペインでアクセス制御を選択します。 そのアクセス制御で検出された管理対象要素のリス トが、

下部のペインに表示されます。

•  SE ConnectorでのStorage Essentialsサーバーの表示

•  アクセス制御

•  スト レージスキャナーの承認

•  スト レージスキャナーの起動

•  スト レージスキャナーの停止

•  スト レージスキャナーのプロパティ と現在の状態の表示

•  スト レージスキャナーの管理対象要素の表示

•  SE Connectorのアクセス制御の作成

•  スト レージスキャナーの履歴ログの表示
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デプロイ済みのSE Connectorの再割り当て

デプロイ済みのSE Connector (スト レージスキャナー ) が稼働している管理対象サーバーを別のコアに割り

当て直すには、 次の手順を実行します。

1 管理対象サーバーのすべてのアクセス制御を一時フォルダーに保存します。アクセス制御はSE Connector

が稼働している管理対象サーバー上に保存されます。 これらのアクセス制御は、 管理対象サーバーのオ

ペレーティングシステムに応じて、 次のディレク ト リに保存されます。

Unixの場合: /var/opt/opsware/pam-se/security

Windowsの場合: %ProgramFiles%\Common Files\Opsware\pam-se\security

2 コアAの管理対象サーバーからSE Connectorをアンデプロイします。 詳細については、 SE Connectorの管

理対象サーバーからのアンインストール (22ページ) を参照して ください。

3 コアBの管理対象サーバーにSE Connectorをデプロイします。 詳細については、 デプロイメン トプロセス

(12ページ) を参照して く ださい。

4 コアBのストレージスキャナーを承認します。詳細については、ス ト レージスキャナーの承認 (37ページ) 

を参照して ください。

5 スト レージスキャナーを停止します。 ス ト レージスキャナーの停止 (38ページ) を参照して ください。

6 手順1 (20ページ) で保存したアクセス制御をコピーします。

7 スト レージスキャナーを起動します。 ス ト レージスキャナーの起動 (38ページ) を参照して ください。
20



第4章 アンインストールとアンデプロイメン ト
スト レージコンポーネン トのアンインストールまたはアンデプロイは、 次の手順で実行できます。 

• コアからのコンポーネン トのアンインストール

• SE Connectorの管理対象サーバーからのアンインストール

• SE Connectorのモデルリポジト リからの削除

• Oracleデータベーススキャナーのアンインストール

コアからのコンポーネン トのアンインストール

SHAおよびOracleデータベーススキャナー

SHAおよびOracleデータベーススキャナーのスト レージコンポーネン ト をアンインストールするには、 BSAイ

ンストーラーのuninstall_opsware.shスクリプ ト を実行します。 このスクリプ トはアップロード メディア

に含まれています。 プライマリ メディアには含まれていません。 これらのストレージコンポーネン トはアッ

プロード メディアに含まれているため、 個別にアンインストールすることはできません。 このアクシ ョ ンを

実行すると、 SHAおよびOracleデータベーススキャナーのストレージコンポーネン トが、 ソフ トウェアリポジ

ト リのすべてのコンポーネン ト と ともにアンインストールされます。SE Connectorはアップロード メディアに

含まれないため、 このスクリプ ト を実行しても、 SE Connectorはコアからアンインストールされません。

SE Connectorコンポーネン ト をコアから削除する必要はありません。このコンポーネン ト をコアから削除する

必要がある場合は、 HPソフ トウェアサポートまでお問い合わせください。
21



SE Connectorの管理対象サーバーからのアンインストール

SE Connectorを管理対象サーバーからアンインストールすると、アクセス制御と検出されたデータが管理対象

サーバーから削除されます。 SE Connectorの管理対象サーバーからのアンインス トールは、 SE Connectorの管

理対象サーバーからのアンデプロイとも呼ばれます。管理対象サーバーの用途を変更する必要がある場合は、

通常、 そのサーバーからSE Connectorをアンデプロイします。 SE Connectorはユーザーインタフェースで個別

に制御されるSAの共通の機能 (ソフ トウェアポリシーや修復など) を実装します。 そのため、 他のストレージ

コンポーネン トに影響を与えることな く、 このスト レージコンポーネン ト を選択的にアンインストールでき

ます。

構成済みの既存のアクセス制御を後で使用する必要がある場合は、 SE Connectorから管理対象サーバーをデ

タ ッチする前に、 必ずこれらを保存しておいて ください。 ソフ トウェアポリシーからサーバーをデタ ッチす

ると、 SE Connectorのバイナリ とデータはすべて管理対象サーバーから削除されます。

管理対象サーバーからSE Connectorをアンインストール (アンデプロイ ) するには、 次の手順を実行します。 

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 SE Connectorをアンデプロイするサーバーを選択します。

3 [表示] ドロップダウンリストから、 [ソフ トウェアポリシー ] を選択します。

4 下側の [ソフ トウェアポリシー ] ペインで、ソフ トウェアポリシーSE Connector Updateを選択します。

ソフ トウェアポリシーSE Storage Scannerをアンインストールする場合は、事前にソフ トウェアポリ

シー SE Connector Updateをアンインストールする必要があります。

5 右クリ ックして [デタ ッチ] を選択します。

6 [ソフ トウェアポリシーのデタ ッチ] ダイアログで、 [デタ ッチ] をクリ ックします。

7 [修復] ダイアログで、 選択内容を確認した後に、 ジ ョ ブを実行またはスケジュール設定します。

8 ジ ョブが完了するまで待機します。

9 下側の [ソフ トウェアポリシー ] ペインで、 ソフ トウェアポリシー SE Storage Scannerを選択します。

ソフ トウェアポリシーSE Storage Scannerをアンインストールする場合は、事前にソフ トウェアポリ

シー SE Connector Updateをアンインストールする必要があります。

10 右クリ ックして [デタ ッチ] を選択します。

11 [ソフ トウェアポリシーのデタ ッチ] ダイアログで、 [デタ ッチ] をクリ ックします。

12 [修復] ダイアログで、 選択内容を確認した後に、 ジ ョ ブを実行またはスケジュール設定します。

13 ジ ョブが完了するまで待機します。

または

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [フォルダー別] を選択します。

2 [Opsware] > [Storage ] > [Agents] > [SE Connector Updates] を選択してフォルダーを開きます。

3 SE Connector Update for <バージョン>ソフ トウェアポリシーを開きます。

4 デタ ッチして修復します。

5 [Opsware] > [Storage] > [Agents] > [SE] を選択してSEフォルダーを開きます。

6 SE Storage Scannerソフ トウェアポリシーを開きます。

7 ビューペインで [サーバーの使用状況] を選択します。
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8 [サーバーの使用状況] の内容ペインで、管理対象サーバーを選択し、右クリ ックして [サーバーのデタ ッ

チ] を選択します。 

9 [デタ ッチ] をクリ ックしてジ ョブを開始し、 ジ ョ ブが完了するまで待機します。

SE Connectorのモデルリポジト リからの削除

SE Connectorを削除すると、 そのエン ト リがモデルリポジト リから削除されます。 

この操作はSE Connectorにのみ使用できます。 Oracleデータベーススキャナーには使用できません。

SE Connectorを削除するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [管理] > [スト レージスキャナー ] を選択します。

2 内容ペインで、 [<システム名> のSEスキャナー ] を選択します。

3 右クリ ックして [削除] を選択します。

Oracleデータベーススキャナーのアンインストール

Oracleデータベーススキャナーコンポーネン トは、BSAインストーラーのuninstall_opsware.shスクリプ ト

を実行してアンインストールします。 

アンインストールプロセスでは、 構成済みのログイン資格情報を保持するかどうかを選択できます。 ソフ ト

ウェアリポジト リを再度インストールして、 同じデータベースの検出を繰り返す予定がある場合は、 これら

のログイン資格情報を保持することを推奨します。 これらの資格情報を保持することを確認すると、 これら

の資格情報は削除されずにアンインストールプロセスが続行されます。

Oracleデータベーススキャナーをアンインストールするには、 次の手順を実行します。

1 アップロード メディアを挿入します。

2 BSAインストーラーのopsware_installer/uninstall_opsware.shスクリプ ト を実行します。

3 Software Repository - Contentを選択して、 アンインストールプロセスを開始します。 このプロセ

スでは、 Oracleデータベーススキャナーコンポーネン トが削除されます。
アンインストールとアンデプロイメン ト 23
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第5章 Storage Host Agent Extension (SHA)
Storage Host Agent Extension (SHA) は、 ホス ト ス ト レージを管理する Server Automation (SA) のサーバーモ

ジュールです。SHAはWebサービスデータアクセスエンジンにホストス ト レージサプライチェーンに関する情

報を提供します。 この情報には、 次のようなアーティ ファク トに関する情報が含まれます。

• ファブリ ックチャネルのHBA資産: アダプターとポート

• ファブリ ックチャネルのHBAデバイス: ターゲッ ト と論理ユニッ ト

• ディスクデバイス: ブロック、 RAW、 およびパーティシ ョ ン

• マルチパスI/O (MPIO) 資産、 構成、 およびデバイス

• ボリュームマネージャー (VM) 資産、 構成、 およびデバイス

• ファイルシステム

このスト レージ情報は、 作成したスナップシ ョ ッ ト仕様によって収集されます。

オペレーテ ィ ングシステムのSHAサポートのリス トについては、 『Storage Visibility and Automation Release
Notes』 を参照して く ださい。

前提条件

SHAディス ト リビューシ ョ ンをインス トールする際には、 HP Server Automation(SA) コアが稼働している必要

があります。 SAコアのインストールおよび構成については、 『SA Installation Guide』 を参照して ください。

HP-UX システムに Storage Host Agent Extension (SHA) をインストールする前に、 オペレーティ ングシステムに

利用可能な更新やパッチがすべてインストールされていることを確認して ください。

Storage Host Agent Extensionのアップグレード

SHAモジュールがすでに存在するSAコアにSHAをインストールすると、 SHAはアップグレード されます。 

アップグレードプロセスを起動する前に、 スト レージインベン ト リスナップシ ョ ッ トの実行中のジョブが存

在しないことを確認して ください。

アップグレードプロセスでは、 新しいバージ ョ ンのインストール前に、 HP BSAインストーラーによってSAコ

アから SHA モジュールの古いバージ ョ ンがすべて削除されます。 既存のスナップシ ョ ッ ト仕様はすべて変更

されずに残るため、 アップグレード後のSHAモジュールですぐに実行できます。

SAコアでSHAをアップグレードするには、 upgrade_opsware.shコマンドを使用します。

管理対象サーバーでSHAをアップグレードするには、 SA Web クライアン ト を使用するか、 スト レージインベ

ン ト リスナップシ ョ ッ ト を実行します。
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ホストおよびVMwareサーバーに対するスト レージインベン ト リ

スナップシ ョ ッ トの作成

ホス ト  (SHA) サーバーおよび VMware ESX および ESXi サーバーに対するス ト レージインベン ト リスナップ

シ ョ ッ ト を作成できます。 SHAは、 スト レージインベン ト リ情報を含むスナップシ ョ ッ ト仕様を作成して管

理対象サーバー (またはサーバーのグループ) 上で実行するサーバーモジュールです。 VMwareはUnixオペレー

ティ ングシステム用のスト レージインベン ト リスナップシ ョ ッ トに含まれます。 ターゲッ トは ESXサーバー

またはESXiサーバーです。 

ESXサーバーのスト レージインベン ト リスナップシ ョ ッ トに加えて、 仮想マシンの完全なスト レージサプラ

イチェーン情報を収集するため、 その ESXサーバー上で定義された関連するすべての仮想マシンのスナップ

シ ョ ッ ト も作成する必要があります。ESXサーバーとESXiサーバーのファイルシステムデータは収集されま

せん。

スナップシ ョ ッ ト仕様を作成するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [タイプ別] > [監査と修復] > [スナップシ ョ ッ ト仕様] を選択し

ます。

2 展開したスナップシ ョ ッ ト仕様フォルダーで、 スナップシ ョ ッ ト仕様を作成するオペレーティングシス

テム (WindowsまたはUnix) を選択します。 ESXハイパーバイザーの場合は、 Unixを選択します。

3 [アクシ ョ ン] メニューから  [新規] を選択して、 [スナップシ ョ ッ ト仕様プロパティ ] ウィンドウを表示し

ます。

4 スト レージインベン ト リスナップシ ョ ッ トの名前を入力します。

5 (オプシ ョ ン) インベン ト リスナップシ ョ ッ トの説明を入力します。

6 [インベン ト リの実行] オプシ ョ ンがオンになっていることを確認します。 デフォルトはオフです。

7 ビューペインで、 ターゲッ ト を選択して [スナップシ ョ ッ ト仕様ターゲッ ト ] ウィンドウを表示します。

8 [追加] をクリ ックして、 ス ト レージインベン ト リスナップシ ョ ッ トに含めるホストまたはホストグルー

プを追加します。

9 ビューペインで、[ルール] > [スト レージ] を選択して [スナップシ ョ ッ ト仕様ルールストレージ] ウィンド

ウを表示します。 

10 インベン ト リスナップシ ョ ッ ト を要求するには、 [スナップシ ョ ッ ト仕様に対して利用可能] セクシ ョ ン

でインベン ト リを選択します。

11 [+ >>] ボタンをクリ ックして [スナップシ ョ ッ ト仕様に対して選択済み ] セクシ ョ ンにインベン ト リを移

動します。

12 [ファイル] メニューで、 [保存] を選択するか、 [Ctrl]＋[S] キーを押します。

13 [アクシ ョ ン] メニューで、 [スナップシ ョ ッ ト仕様の実行] を選択します。

14 ジ ョブが完了するまで [スナップシ ョ ッ ト仕様の実行] の手順に沿って続行します。 

15 [閉じる] をクリ ックして、 [ジ ョブステータス] ウィンドウを閉じます。

Storage Host Agent Extension (SHA) および VMware ESX および ESXi のサポー ト の詳細については、 『Storage
Visibility and Automationユーザーガイド  』 を参照して ください。
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第6章 Oracleデータベーススキャナー
Oracleデータベーススキャナーは、 SANやネッ トワーク接続スト レージ (NAS) のOracleスト レージ構成に関す

るデータ  (Oracleインスタンス、 表領域、 データファイルなど) を収集します。 

Oracle インスタンス用に構成されているスト レージ要素は、 物理データベーススト レージと論理データベー

ススト レージに分類されます。

— 物理データベーススト レージには、システムスト レージリソース (ファイルシステムまたはパーティ

シ ョ ン ) を直接消費するか、 ASM ファイル上に配置されているデータファイルと REDOログが含まれ

ます。 

— 論理データベーススト レージには、 さまざまな物理および論理ストレージエンティテ ィ を消費する

インスタンス内に作成された表領域などのエンティテ ィが含まれます。 

このスト レージスキャナーは、 データベース要素とスト レージ資産との関係を、 表1 で示されるように識別

します。

Oracleデータベーススキャナーの管理については、 スト レージスキャナーの構成と操作 (36ページ ) を参照し

て ください。

この項では、 Oracleデータベーススキャナーのセッ トアップに必要な次の前提条件について説明します。

• アクセス権

• モデルリポジト リでのハードウェア登録

• ログイン認証情報

表1 データベース資産とSANの関係

データベース資産 外部スト レージ資産 依存関係 説明

SANベースの物理

データベース

スト レージ

サーバー資産

SANアレイ資産

ファブリ ック資産

スイッチ資産

ブロック

スト レージの

依存関係

データベーススト レージ要素と SAN ア

レイの依存関係チェーンを、 システム

(サーバー ) リソースとファブリ ックの

視点から示します。 

NASベースの物理

データベース

スト レージ

サーバー資産

NetApp資産

NASスト レージ

の依存関係

データベースストレージ要素、サーバー

リソース、NetAppの依存関係チェーンを

示します。
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アクセス権

重要: SAのOracleデータベーススキャナーでOracle 11Gデータベースを監視するには、 XML DBと
DBMS_NETWORK_ACL_ADMINパッケージがデータベース内に存在している必要があります。権限やアクセス権

を得るには、 SAのOracleデータベーススキャナーにこれらのオブジェク トへのアクセス権が必要です。 これ

らのオブジェク トが存在しない場合、 pamuserprivilege.sqlが失敗するため、 データベーススキャナーを

実行することはできません。アプリケーシ ョ ンでは、これらのオブジェク ト を必ずしもOracle 11Gデータベー

スにインストールできるとは限りません。 

このような場合には、 次のエラーが表示される可能性があります。 

PLS-00905: object SYS.DBMS_NETWORK_ACL_ADMIN is invalid.  

OracleデータベースでSAのデータベーススキャナー pamuserprivilege.sqlを実行する前に、 次の手順を実

行して、 XML DBとDBMS_NETWORK_ACL_ADMINパッケージをOracle 11Gデータベースにインストールする必要

があります。 

1 cd $ORACLE_HOME/rdbms/admin

2 sqlplus /nolog

3 SQL> connect <sys_user>/<password> as sysdba

4 SQL> spool install_xml.log

5 SQL> @catqm xdb sysaux temp NO

6 SQL> @dbmsnacl.sql

7 SQL> spool off;

Oracle データベーススキャナーで特定のデータベースのインベン ト リをスキャンするには、 スキャン対象の

各データベースで pamuserprivilege.sqlスク リプ ト を実行する必要があります。 このスク リプ ト では、

データベーススキャナーが必要とするスキーマオブジェク トへの読み取り専用アクセス権を持つデータベー

スアカウン トが作成されます。 このスクリプ トはAPXと ともにインストールされ、 OGFSでアクセスできます。

pamuserprivilege.sqlスクリプ トは、 次のOGFSフォルダー内にあります。

/opsw/apx/runtime/script/com.opsware.server.module.storage.dbscanner.oracle 

OGFSの詳細については、 『SAユーザーガイド : Server Automation』 を参照して ください。

データベーススキャナーのスナップシ ョ ッ ト を管理対象サーバーで実行するには、 次の手順を実行します。

1 ターゲッ ト となる管理対象サーバーで Storex スナップシ ョ ッ ト を実行します。 このサーバーは、 データ

ベースインスタンスを構成したサーバーです。

2 データベーススキャナーのスナップシ ョ ッ ト を作成し、 実行します。 この時点では実行中にエラーが発

生しますが、 SQLスクリプ ト pamuserprivilege.sql、 configureXMLDB.sql、 configureXMLDB_Windows.sqlのイ

ンポートは実行されます。

3 ターゲッ ト となる管理対象サーバーに接続し、 次のコマンドを実行します。

Linuxの場合: cd /opt/opsware/dbscanner.oracle/lib/
Windowの場合: cd C:\Program Files\Opsware\dbscanner.oracle\lib

4 (Linux) スクリプ トのアクセス権を変更します。

chmod 777 *
su – oracle

5 sqlplusに接続し、 次のコマンド とスクリプ ト を実行します。

$sqlplus / as sysdba
SQL>@configureXMLDB.sql (Linuxの場合)
SQL>@configureXMLDB_Windows.sql (Windowsの場合)
SQL>@pamuserprivilege.sql
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6 [Administration] パネル > [Storage Scanner] > [Oracle DBScanner] > [Add login credentials] を選択します。

7 ステップ 1 で指定したターゲッ ト管理対象サーバーの名前を追加し、 データベースインスタンス名 (SID)

を指定します。

8 データベーススキャナーのスナップシ ョ ッ ト を、 再度実行します。 

• ログイン認証情報

Storage Host Agent Extension

データベース検出を実行する前に、 Oracle インスタンスまたはデータベースが存在する管理対象サーバーに

対してStorage Host Agent Extension (SHA) のスナップシ ョ ッ ト を作成する必要があります。

•  モデルリポジト リでのハードウェア登録

モデルリポジト リでのハードウェア登録

スト レージスキャナー (Oracleデータベーススキャナー ) で Oracleデータベースに関する情報を収集できるよ

うに、 モデルリポジ ト リでハードウェア登録を行う必要があります。 ハードウェア登録の詳細については、

『SAユーザーガイド : Server Automation』 を参照して ください。

ログイン認証情報

この項では、 Oracle データベーススキャナーで管理する各データベースインスタンスのログイン資格情報に

ついて説明します。ログイン資格情報には、特定のインスタンスが存在する場所をOracleデータベーススキャ

ナーに指定する値が含まれます。表2は、 Oracleデータベーススキャナーを初めて実行する際に作成する必要

のあるログイン資格情報について説明したものです。  

表2 Oracleデータベーススキャナーログイン認証情報

ログイン認証情報 説明

キャプシ ョ ン ログイン資格情報を識別する任意の名前。 デフォルトは、

「Oracle LoginCredential」 です。

ユーザー名 Oracleデータベースへのアクセスを許可されている Oracle

ユーザー名。 デフォルトは、 「oraclepam」 です。

ユーザーパスワード Oracleデータベースへのアクセスを許可されている Oracle

パスワード。 デフォルトは、 「pam」 です。

OracleシステムID 管理対象サーバー上のOracle インスタンスを一意に識別

する名前。 このIDは、 データベース管理者が設定します。

ポート Oracle リスナーが使用する TCP ポー ト。 データベースス

キャナーはOracle インスタンスと このポート を介して通

信します。 デフォルトは、 1521です。
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•  ログイン認証情報の表示と作成

ログイン認証情報の表示と作成

ログイン資格情報は、 Oracle データベーススキャナーがデータベースに接続して、 ソフ トウェアアプリケー

シ ョ ンスト レージを検出するクエリを実行するためのパラメーターです。 

Oracleデータベーススキャナーのログイン資格情報に関する情報を表示または変更したり、 資格情報を追加

または削除するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [管理] > [スト レージスキャナー ] を選択します。

[OracleDBScanner] ウィンドウが表示されます。

2 内容ペインで、 Oracleデータベーススト レージスキャナーを開きます。

3 ビューペインで [ログイン資格情報] を選択します。

4 内容ペインで、 サーバーを選択します。

5 (オプシ ョ ン) 資格情報を選択し、 右クリ ックして次のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。

• 資格情報の追加

• 編集

• 削除

•  ログイン認証情報

•  サーバーのログイン資格情報の表示

サーバーのログイン資格情報の表示

管理対象サーバーのログイン資格情報を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [管理] > [スト レージスキャナー ] を選択します。

2 内容ペインで、 Oracleデータベーススト レージスキャナーを開きます。
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3 ビューペインで [ ログイン資格情報 ] を選択します。 内容ペインには、 作成済みのログイン資格情報が1
つ以上存在する管理対象サーバーが表示されます。 どの管理対象サーバーにもログイン資格情報が構成
されていない場合、 何も表示されません。 一般的に、 Storage Visibility and Automationのインストールや

アップグレードの直後は何も表示されません。

•  ログイン認証情報

•  ログイン認証情報の表示と作成

データベーススキャナーのスト レージインベン ト リ

スナップシ ョ ッ トの作成

Oracleデータベーススキャナーのスト レージインベン ト リスナップシ ョ ッ トは、スケジュール設定するか、ま

たは手動で開始できます。 スナップシ ョ ッ ト プロセスでは、 スナップシ ョ ッ トで指定されたすべての管理対
象サーバーのログイン資格情報が取得されます。 スナップシ ョ ッ トでは、 これらすべてのログイン資格情報
に対して検出を実行します。

データベースのスト レージインベン ト リスナップシ ョ ッ ト を作成するには、 事前に SHAのスト レージインベ

ン ト リスナップシ ョ ッ トが必要です。 詳細については、 ホス トおよびVMwareサーバーに対するスト レージ

インベン ト リスナップシ ョ ッ トの作成 (26ページ) を参照して ください。

スナップシ ョ ッ ト仕様を作成するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [タイプ別] > [監査と修復] > [スナップシ ョ ッ ト仕様] を選択し

ます。

2 展開したスナップシ ョ ッ ト仕様フォルダーで、 スナップシ ョ ッ ト仕様を作成するオペレーティングシス

テム (WindowsまたはUnix) を選択します。

3 [アクシ ョ ン] メニューから  [新規] を選択して、 [スナップシ ョ ッ ト仕様プロパティ ] ウィンドウを表示し

ます。

4 インベン ト リスナップシ ョ ッ トの名前を入力します。

5 (オプシ ョ ン) インベン ト リスナップシ ョ ッ トの説明を入力します。

6 [インベン ト リの実行] オプシ ョ ンがオンになっていることを確認します。 デフォルトはオフです。

7 ビューペインで [ターゲッ ト ] を展開し、 1つまたは複数のターゲッ ト を指定します。

8 [追加] をクリ ックして、 インベン ト リスナップシ ョ ッ トに含めるホストまたはホストグループを追加し

ます。

9 ビューペインで、 [ルール] > [Oracleデータベーススキャナー ] を選択して [スナップシ ョ ッ ト仕様のルー

ルスト レージ] ウィンドウを表示します。 

10 インベン ト リスナップシ ョ ッ ト を要求するには、 [スナップシ ョ ッ ト仕様に対して利用可能] セクシ ョ ン

でインベン ト リを選択します。

11 [+ >>] ボタンをクリ ックして [スナップシ ョ ッ ト仕様に対して選択済み ] セクシ ョ ンにインベン ト リを移

動します。

12 [ファイル] メニューで、 [保存] を選択するか、 Ctrl-Sキーを押します。

13 [アクシ ョ ン] メニューで、 [スナップシ ョ ッ ト仕様の実行] を選択します。

14 ジ ョブが完了するまで [スナップシ ョ ッ ト仕様の実行] の手順に沿って続行します。 

成功したスナップシ ョ ッ トジ ョ ブとは、 すべての検出が正常に完了 (成功) したジ ョブです。 失敗した検

出がある場合、 スナップシ ョ ッ トジ ョ ブのステータスの表示は失敗になります。 管理対象サーバーに作
成済みのログイン資格情報が存在しない場合、 スナップシ ョ ッ トジ ョ ブのステータスは 「失敗」 と して
レポート されます。

15 [閉じる] をクリ ックして、 [ジ ョブステータス] ウィンドウを閉じます。
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第7章 管理
この項では、 スト レージデバイスと関連情報を表示するのに必要なユーザーのアクセス権と、 ス ト レージス

キャナーの管理方法について説明します。

•  Server Automation (SA) のアクセス権

•  スト レージスキャナーの構成と操作

Server Automation (SA) のアクセス権

SAのアクセス権を使用して、 ユーザーはスト レージデバイスと関連データを表示できます。 表3は、 Storage

Visibility and Automation機能の特定のアクシ ョ ンをユーザーが実行するのに必要なアクセス権を示していま

す。 スト レージ管理者は、 ユーザーが特定のアクシ ョ ンを実行するのに必要なアクセス権をこの表で確認す

ることができます。

表3の 「ユーザーアクシ ョ ン」 欄のエン ト リは、 ほとんどがSA クライアン トのメニュー項目に対応していま

す。 機能のアクセス権のほかに、 スト レージ検出操作の影響を受ける管理対象サーバーではサーバーアクセ

ス権が必要になります。 

表3 ユーザーのアクシ ョ ンに必要なStorage Visibility and Automationのアクセス権

ユーザーのアクシ ョ ン  必要な機能 必要なアクセス権

スト レージシステム

スト レージシステムの管理 SEスト レージスキャナーの管理 読み取り /書き込み

ス ト レージシステムのイニシエーター依存性

の表示

SEスト レージスキャナーの管理 はい

スト レージシステムのターゲッ ト依存性の

表示

SEスト レージスキャナーの管理 はい

ス ト レージシステムのファブリ ッ ク依存性の

表示

SEスト レージスキャナーの管理 はい

パブリ ックデバイスグループの管理 SEスト レージスキャナーの管理 はい

インベン ト リスキャンの開始 SEスト レージスキャナーの管理 はい

スト レージアレイ/NASファイラーの情報の

表示

SEスト レージスキャナーの管理 読み取り

スト レージアレイ /NAS ファイラーのインベン

ト リの表示

SEスト レージスキャナーの管理 読み取り

ス ト レージアレイ /NAS フ ァ イ ラーのプロパ

テ ィ の変更 ( ス ト レージアレイ /NAS フ ァ イ

ラーのキャプシ ョ ンの更新など) 

SEスト レージスキャナーの管理 読み取り /書き込み
33



スト レージアレイ/NASファイラーの削除 SEスト レージスキャナーの管理 はい

ファブリ ック  

ファブリ ックの管理 SEスト レージスキャナーの管理 読み取り /書き込み

ファブリ ックに対するサーバー依存性の表示 SEスト レージスキャナーの管理 はい

ファブリ ックに対するスト レージ依存性の

表示

SEスト レージスキャナーの管理 はい

パブリ ックデバイスグループの管理 SEスト レージスキャナーの管理 はい

インベン ト リスキャンの開始 SEスト レージスキャナーの管理 はい

アプリケーシ ョ ンスト レージ自動化システム

データベーススキャナーの管理 SEスト レージスキャナーの管理 はい

ファブリ ックエージェン トの管理 SEスト レージスキャナーの管理 はい

スト レージエージェン トの管理 SEスト レージスキャナーの管理 はい

SE Connectorの承認 SEスト レージスキャナーの管理 はい

SE Connectorの開始 SEスト レージスキャナーの管理 はい

SE Connectorの停止 SEスト レージスキャナーの管理 はい

SE Connectorのアクセス制御の作成 SEスト レージスキャナーの管理 読み取り /書き込み

Oracle データベーススキャナーのログイン資

格情報の変更

データベースエージェン トの管理 読み取り /書き込み

同期要求の作成 SEスト レージスキャナーの管理 はい

SE Connectorの削除 (承認の解除) SEスト レージスキャナーの管理 はい

SE Connectorの現在の状態のチェ ック SEスト レージスキャナーの管理 はい

SE Connectorの設定の変更 SEスト レージスキャナーの管理 はい

データベースに関する情報の表示 データベースの管理 読み取り

データベースのインベン ト リの表示 データベースの管理 読み取り

データベースのプロパティの変更

 (データベースのキャプシ ョ ンの更新など)
データベースの管理 読み取り /書き込み

データベースの削除 データベースの管理 読み取り /書き込み

パブリ ッ クデバイスグループへのス ト レージ

アレイ/NASファイラーの追加

パブリ ックデバイスグループ

 (スト レージシステム) の管理

なし

パブリ ッ クデバイスグループへのス ト レージ

アレイ/NASファイラーの追加

パブリ ックデバイスグループ

 (スト レージシステム) の管理

なし

表3 ユーザーのアクシ ョ ンに必要なStorage Visibility and Automationのアクセス権 （続き）

ユーザーのアクシ ョ ン  必要な機能 必要なアクセス権
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表3 に記載した機能のアクセス権に加えて、 すべてのユーザーのアクシ ョ ンで管理対象サーバーおよびグ

ループの機能のアクセス権が必要です。

また、対応する 「...の表示」 のスト レージアクセス権を使用できるようにするには、ユーザーまたはユーザー

グループに 「ス ト レージシステムの管理」 および 「ファブリ ックの管理」 のアクセス権が必要です。 「...の表

示」 のアクセス権は、 ユーザーまたはユーザーグループが該当するリソースタイプの読み取りアクセス権を
持っている場合にのみ有効です。たとえば、「ス ト レージシステムのサーバー依存性の表示」 というアクセス
権を有効にするには、 「ス ト レージシステムの管理」 のアクセス権が必要です。 

データベースの検出を実行する場合、 管理者には次のアクセス権が必要です。

• スナップシ ョ ッ ト を作成および実行するアクセス権。 

• 「管理対象サーバーおよびグループ」 のアクセス権。 この権限はOCC Webクライアン トで付与します。

• ターゲッ トサーバー (Oracleデータベースを含むサーバー ) を含む 「カスタマー」 および 「ファシリテ ィ」

に対する追加の読み取り /書き込み権限。 この権限はOCC Webクライアン トで付与します。

• Opsware/Storage/Tools/DbScannerフォルダーに対する 「実行」 アクセス権。 このアクセス権はNGUI
フォルダーのプロパティから付与します。 この 「実行」 アクセス権は、 スナップシ ョ ッ ト管理の権限を
持つ同じユーザーグループを通じて付与する必要があります。

• 「データベーススキャナーの管理」 アクセス権。 

デフォルトで、 上級ユーザーグループには、 /Opsware/Storageフォルダーとその下位フォルダーに対する

アクセス権がありません。 このグループのメンバーは、 これらのフォルダー内のソフ トウェアポリシーを表
示または使用できません。 このグループに対してアクセス権が付与されている場合、 これらのアクセス権は
そのグループに割り当てられているStorage Visibility and Automationの対応する機能に基づきます。

ユーザー、 グループ、 およびアクセス権の付与の詳細については、 『SA User Guide: Application Automation』
を参照して ください。

ス ト レージデータパス内のファブリ ック/スト

レージスイッチを使用してス ト レージを消費
するサーバーの関係の表示

サーバーのファブリ ッ ク依存性の
表示

読み取り

スト レージアレイ /NAS ファイラーのスト レー

ジを消費するサーバーの関係の表示

サーバーのス ト レージサプ ラ イ
チェーンの表示

読み取り

スト レージアレイ /NAS ファイラーおよびサー

バーの関係の表示 
ス ト レージシステムのサーバー依
存性の表示

なし

スト レージデータパス内のファブリ ック/スト

レージスイッチを使用してス ト レージを提供
するスト レージアレイ /NAS ファイラーの関係

の表示

スト レージシステムのファブリ ッ
ク依存性の表示

なし

フ ァブリ ッ ク / ス ト レージスイ ッチに接続さ

れ、 それらを使用してス ト レージを消費する
サーバーに対するス ト レージデータパス内の
ファブリ ック/スト レージスイッチ間の関係の

表示

ファブリ ッ クに対するサーバー依
存性の表示

なし

スト レージアレイ /NAS ファイラーで提供され

るス ト レージに関するス ト レージデータパス
内のファブリ ック/スト レージスイッチ間の関

係の表示

ファブリ ッ クに対するス ト レージ
依存性の表示

なし

表3 ユーザーのアクシ ョ ンに必要なStorage Visibility and Automationのアクセス権 （続き）

ユーザーのアクシ ョ ン  必要な機能 必要なアクセス権
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•  SAのアクセス権の表示

SAのアクセス権の表示

SAのアクセス権を表示するには、 次の手順を実行します。 

1 SA Webクライアン トに管理者としてログインします。 

2 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [Administration] > [Users and Groups] を選択します。 [View Groups] ペインが表

示されます。

3 [Groups] タブをクリ ックします。

4 グループを選択します。 グループが [View Groups] ペインに表示されます。

5 [Client Features] タブをクリ ックします。

ユーザーがSAのアクセス権を持っていない場合、SAクライアン トの [Tools] メニューにSAクライアン トの

項目は表示されません。

ス ト レージスキャナーの構成と操作

スト レージスキャナーでは、 アクセス制御とログイン資格情報の作成、 ス ト レージスキャナーの承認、 スト

レージスキャナーの開始と停止、 スト レージスキャナーの設定の変更などの構成および管理タスクを行う必

要があります。

管理対象サーバーでスト レージスキャナーを構成するには、そのサーバーでの読み取り /書き込みアクセス権

が必要です。

アクセス制御やログイン資格情報などのス ト レージスキャナーのタ イプに固有の情報については、 SE
Connector (15ページ) またはOracleデータベーススキャナー (27ページ) を参照して ください。

•  スト レージスキャナーの承認

•  スト レージスキャナーの起動

•  スト レージスキャナーの停止

•  スト レージスキャナーの設定

•  ログファイルの設定

•  スト レージスキャナーのプロパティ と現在の状態の表示

•  スト レージスキャナーの管理対象要素の表示

•  スト レージスキャナーの履歴ログの表示

ス ト レージスキャナーの設定

スト レージスキャナーの設定 (プロパティ ) では、 SE Connectorの動作を管理します。 SE Connector (スト レー

ジスキャナー ) をインストールして構成した後に、 次の設定を調整できます。

次のスト レージスキャナーのプロパティ を変更できます。

• DataManager.properties

• JmsMessenger.properties
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• Logging.properties

• RequestManager.properties

• SEPlugin.properties

• StatusManager.properties

ディスク容量を節約するには、 ログファイルの最大サイズとログメ ッセージとして収集する詳細レベルを変

更します。 ログファイルの設定 (37ページ ) を参照して く ださい。 システムパフォーマンスを調整するには、

完全同期を実行する間隔を調整します。

スレッ ドプールを変更する必要がある場合は、 HPサポートにお問い合わせください。

•  ログファイルの設定

ログファイルの設定

ディスク容量を節約し、Storage Visibility and Automationで収集するログメ ッセージのタイプを制御するには、

ログファイルの最大サイズとログレベルを調整します。 ト ラブルシューティング用に、 ト レースエラーメ ッ

セージも調整できます。

• File Level: 

— ト レースメ ッセージ: FINE、 FINER、 FINEST、 INFO、 SEVERE、 WARNING

— ログメ ッセージ: INFO、 SEVERE、 WARNING

— エラーメ ッセージ: SEVERE、 WARNING

• File Count: 10 (デフォルト )

• File Limit: これを超えると別のファイルにロールアウト されます。

— エラーおよびログファイルのデフォルト値は1 MBです。 

— デバッグ ( ト レースエラー ) メ ッセージのデフォルト値は10 MBです。

次の設定を変更すると、 対応するメ ッセージが完全にオフになります。

—  Error File Enables: True | False

—  Tracing Enabled: True | False

スト レージスキャナーの承認

この承認の目的は、 セキュリテ ィ トークンのマッチングペア ( コアのトークンとス ト レージスキャナー (SE

Connector) をデプロイした管理対象サーバーのトークン ) を生成することです。 最初にSE Connector を管理対

象サーバーにデプロイする際には、 スト レージスキャナーからのメ ッセージをコアサーバーで受け取ること

ができるように、 ス ト レージスキャナーを承認する必要があります。

ス ト レージスキャナーを承認するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [管理] > [スト レージスキャナー ] を選択します。

2 承認が必要なスト レージスキャナーを開きます。

3 [アクシ ョ ン] メニューから  [承認] を選択します。

•  スト レージスキャナーの起動

•  スト レージスキャナーの停止
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スト レージスキャナーの起動

スト レージスキャナー (SE Connector) が初めて起動すると、ス ト レージスキャナーはストレージ情報の収集と

デバイスデータの同期を開始します。 このプロセスで、 ス ト レージスキャナーはさまざまな要素から情報を

収集し、 デバイスデータが同期されるように、 その情報を Webサービスデータアクセスエンジンにレポート

します。 要素のサイズによっては、 デバイスの同期に数時間かかることがあります。

パフォーマンス上の理由から、 ス ト レージスキャナーはピーク時間外に起動することを推奨します。

管理対象サーバー上でスト レージスキャナーを起動するには、 次の手順を実行します。

1 スト レージスキャナーの内容ペインで、ス ト レージスキャナーを選択し、 [アクシ ョ ン] > [開く ] を選択し

てブラウザーを表示します。

2 [アクシ ョ ン] > [開始] を選択します。

3 [現在の状態をチェ ック ] リンクをクリ ックして、 ス ト レージスキャナーが [実行中] であることを確認し

ます。

この開始操作は、 Oracleデータベーススキャナーには使用できません。

リモートのWindowsサーバーでのスト レージスキャナーの起動

リモートのWindows管理対象サーバーでスト レージスキャナー (SE Connector) を開始するには、 次の手順を

実行します。

1 コン ト ロールパネルで [管理ツール] > [サービス] を選択します。

2 [サービス] ウィンドウでOpswareSEStorageScannerを選択してから、[アクシ ョ ン] > [開始] を選択します。

•  スト レージスキャナーの停止

•  スト レージスキャナーの承認

•  スト レージスキャナーのステータスの確認

ス ト レージスキャナーの停止

スト レージスキャナー (SE Connector) の設定を変更する際には、事前にスト レージスキャナーを停止する必要

があります。また、ス ト レージ要素の変更を行った場合にも、ス ト レージスキャナーを停止して再開します。

この操作によって、 進行中のデータベース変更が妨げられることはありません。 スト レージスキャナーを停

止するには、 管理対象サーバー上で Storage Visibility and Automation クライアン ト を使用するか、 リモートの

管理対象サーバー上で保存されたスクリプ ト を実行します。 

スト レージスキャナーを停止またはアンデプロイした後に、 ステータスが変わることはありません。

Storage Visibility and Automationクライアン ト を使用して管理対象サーバー上のスト レージスキャナー (SE 
Connector) を停止するには、 次の手順を実行します。

1 スト レージスキャナーの内容ペインで、ス ト レージスキャナーを選択し、 [アクシ ョ ン] > [開く ] を選択し

てブラウザーを表示します。

2 [アクシ ョ ン] > [停止] を選択します。

3 [現在の状態をチェ ック ] リンクをクリ ックして、 ス ト レージスキャナーが [実行されていません] になっ

ていることを確認します。

この停止操作は、 Oracleデータベーススキャナーには使用できません。
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リモートのWindowsサーバーでのスキャナーの停止

リモートのWindows管理対象サーバーでスト レージスキャナー (SE Connector) を停止するには、 次の手順を

実行します。

1 コン ト ロールパネルで [管理ツール] > [サービス] を選択します。

2 [サービス] ウィンドウでOpswareSEStorageScannerを選択してから、[アクシ ョ ン] > [停止] を選択します。

•  スト レージスキャナーの起動

•  スト レージスキャナーの承認

•  スト レージスキャナーのステータスの確認

ス ト レージスキャナーのステータスの確認

スト レージスキャナー (SE Connector) が開始されると、ス ト レージスキャナーは収集と同期のプロセスを開始

します。

このプロセスのステータスを確認するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [管理] > [スト レージスキャナー ] を選択します。

2 スト レージスキャナーを選択します。

3 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

4 内容ペインで [現在の状態をチェ ック ] リンクをクリ ックして、 ス ト レージスキャナーが [実行中] または

[実行されていません] になっていることを確認します。

この確認操作は、 Oracleデータベーススキャナーには使用できません。

•  スト レージスキャナーの承認

•  スト レージスキャナーの起動

•  スト レージスキャナーの停止

ス ト レージスキャナーのプロパティ と現在の状態の表示

スト レージスキャナーのプロパティの表示またはスト レージスキャナーの現在の状態の表示を行うには、 次

の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [管理] > [スト レージスキャナー ] を選択します。
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2 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

3 内容ペインで、 ス ト レージスキャナーを開きます。

4 (オプシ ョ ン) [現在の状態をチェ ック ] リンクを選択して、ス ト レージスキャナーの最新のステータス ([実

行中] または [実行されていません] など) を表示します。

•  スト レージスキャナーの承認

•  スト レージスキャナーの起動

•  スト レージスキャナーの停止

•  スト レージスキャナーの管理対象要素の表示

•  スト レージスキャナーの履歴ログの表示

ス ト レージスキャナーの管理対象要素の表示

このタスクは、 SE Connector (ストレージスキャナー ) とOracleデータベーススキャナー (ストレージスキャナー )

に使用できます。 スト レージスキャナーで収集した管理対象要素と個別のアクセス制御で収集した管理対象

要素を表示できます。 アクセス制御で収集した管理対象要素は、 スト レージスキャナーで収集した要素の一

部です。

スト レージスキャナーで収集した管理対象要素を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [管理] > [スト レージスキャナー ] を選択します。

2 内容ペインで、 ス ト レージスキャナーを開きます。

3 [表示] ドロップダウンリストから、 [管理対象要素] を選択します。

カスタマーとファシリテ ィは、 ス ト レージスキャナーが実行される管理対象サーバーの類似プロパティに基

づいて決定されます。 これは、 管理対象デバイス (アレイ、 NetAppファイラーなど) を検出したスト レージス

キャナーです。 ファブリ ックは、 管理対象要素のリストには表示されません。 ファブリ ックの管理対象要素

を表示する方法については、 次のタスクを参照して ください。

個別のアクセス制御で収集した管理対象要素 (ファブリ ックなど) を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [管理] > [スト レージスキャナー ] を選択します。

2 内容ペインで、 ス ト レージスキャナーを開きます。

3 ビューペインで [Storage Essentials] を選択します。

4 内容ペインで、 表示するアクセス制御を選択します。

•  スト レージスキャナーの承認
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•  スト レージスキャナーの起動

•  スト レージスキャナーの停止

•  スト レージスキャナーのプロパティ と現在の状態の表示

•  スト レージスキャナーの履歴ログの表示

ス ト レージスキャナーの履歴ログの表示

スト レージスキャナーの履歴ログを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [管理] > [スト レージスキャナー ] を選択します。

2 内容ペインで、 ス ト レージスキャナーを開きます。

3 [表示] ドロップダウンリストから、 [履歴] を選択します。

4 内容ペインの履歴ログでイベン ト を選択し、 [アクシ ョ ン] メニューから次のオプシ ョ ンを選択します。

• イベン ト詳細の表示 - イベン トの詳細情報が表示されます。

または

• イベン ト を右クリ ックして [イベン ト詳細の表示] を選択します。

履歴ログのイベン トは、 データ同期の実行中にスト レージスキャナーによってレポート されます。

•  スト レージスキャナーの承認

•  スト レージスキャナーの起動

•  スト レージスキャナーの停止

•  スト レージスキャナーのプロパティ と現在の状態の表示

•  スト レージスキャナーの管理対象要素の表示
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第8章 仮想化のアクセス権
この章では、 仮想化のアクシ ョ ンを実行する上で必要になる4つのアクセス権について説明します。

アクシ ョ ンのアクセス権

VMの複製、 VMテンプレート を使ったVMのデプロイメン ト、 VMからVMテンプレートへの変換などのタスク実

行を許可します。 アクシ ョ ンのアクセス権がないと、 関連のメニュー項目がSAクライアン トの [アクシ ョ ン]

メニューで表示されな く なります。アクシ ョ ンのアクセス権の一覧は、『SA管理ガイド』を参照して ください。

VSコンテナーのアクセス権

これらのアクセス権は、 仮想化サービスとVSのコンテナーへのアクセスを許可します。 これらのコンテナー

には、仮想化サービスで使用するデータセンター、ハイパーバイザー、ホス トグループ、クラスター、 リソー

スプール、 フォルダーがあります。

サーバーリソースのアクセス権

これらのアクセス権は、 VMが稼働するファシリテ ィ、 カスタマー、 デバイスグループへのアクセスを許可し

ます。 サーバーリソースのアクセス権の詳細については、 『SA管理ガイド』 を参照して く ださい。

フォルダーのアクセス権

これらのアクセス権は、 VM で必要になる SA ライブラ リ内のアイテム (OS ビルド計画、 パッチ、 パッチポリ

シー、 ソフ トウェアパッケージ、 ソフ トウェアポリシー、 アプリケーシ ョ ン構成、 監査ポリシー、 レポート

など) へのアクセスを許可します。 フォルダーのアクセス権の詳細については、 『SA管理ガイド』 を参照して

ください。

アクセス権の割り当て

この章で説明するアクセス権は、 ユーザーグループを使って割り当てます。 SA では、 一般的な役割を含む

ユーザーグループが事前設定されているので、 これを元に、 ユーザー環境で必要なユーザーグループを設定

することができます。

ユーザーグループ名: 

• Virtualization Administrators

• VM Lifecycle Managers

• VM Template Deployers

• VM Template Managers
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